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中世史料(文書・記録編)：記録の部
史料番号 表題 日付 頁
1 今昔物語集　巻第十二　肥後国書生免羅刹難語 748
2 今昔物語集　巻第十二　神名睿實持経語 750
3 太政大臣殿卅講歌合 長保五年五月十六日 753
4 小右記 寛弘二年正月二十日 753
5 小右記 寛弘二年八月五日 753
6 御堂関白記 寛弘二年八月五日 754
7 権記 寛弘二年八月十三日 754
8 日本紀略 寛弘二年八月十三日 754
9 御堂関白記 寛弘二年八月十三日 754
10 袋草紙 754
11 御堂関白記 寛弘七年三月三日 754
12 北山抄 (寛弘七年五月七日) 755
13 小右記 寛仁四年十一月二十九日 755
14 小右記 治安三年正月十日 755
15 魚魯愚抄 治安三年二月十日 755
16 扶桑略記 治安三年十月十七日 755
17 扶桑略記 治安三年十月三十日 756
18 小右記 治安三年十二月十五日 756
19 栄花物語 (万寿二年八月二十九日頃) 756
20 左経記 長元元年四月二十五日 756
21 日本紀略 長元元年四月二十五日 756
22 左経記 長元元年五月二十二日 757
23 左経記 長元元年六月二十四日 757
24 春記 長久元年四月(十一日以前) 757
25 春記脱漏補遺 長久元年四月十一日 757
26 春記 長久元年四月十三日 758
27 造興福寺記 永承三年三月二日 758
28 太宰大弐資通卿歌合 759
29 水左記 承保四年八月二十八日 759
30 水左記 承保四年十月二十一日 759
31 水左記 承暦元年閏十二月二十六日 759
32 今昔物語集　巻第二十九　主殿頭源章家造罪語 759
33 橘為仲朝臣集 761
34 帥記 承暦四年四月二十一日 761
35 水左記 承暦四年九月二十五日 761
36 水左記 承暦四年九月二十八日 762
37 水左記 承暦四年十月二日 762
38 水左記 承暦四年十月二十六日 762
39 中右記 寛治二年十一月三十日 762
40 柳原家記録 寛治五年正月二十八日 762
41 日吉行幸記 寛治五年三月四日 763
42 地下家伝 寛治五年九月十七日 763
43 中右記 寛治六年正月二十五日 763
44 中右記 寛治六年正月二十六日 763
45 為房卿記 寛治六年正月二十六日 763
46 為房卿記 寛治六年二月六日 763
47 為房卿記 寛治六年二月七日 764
48 血脈類集記 寛治六年三月九日 764
49 中御室御潅頂記 寛治六年三月十九日 764
50 中右記 寛治六年四月二十二日 764
51 後二条師通記 寛治六年五月六日 764
52 後二条師通記 寛治六年六月二十七日 765
53 後二条師通記 寛治六年七月六日 765
54 中右記 寛治七年正月五日 765
55 後二条師通記 寛治七年正月二十三日 765
56 柳原家記録 寛治八年二月二十二日 765
57 摂関家詔宣下類聚 嘉保元年三月十一日 766
58 江記 嘉保元年四月十四日 766
59 中右記 嘉保元年四月二十八日 766
60 中右記 嘉保二年正月二十八日 766
61 中右記 嘉保二年十月九日 767
62 中右記 嘉保二年十二月六日 767
63 散木奇歌集 嘉保二年 767
64 中右記 承徳元年正月三十日 767
65 中右記 承徳二年正月二十五日 767
66 中右記 承徳二年三月七日 767
67 時範記 承徳三年正月二日 768
68 本朝世紀 康和元年正月二十三日 768
69 為房卿記 康和二年七月一日 768
70 為房卿記 康和二年七月十一日 768
71 中右記 康和四年正月二十二日 768
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72 中右記 康和四年正月二十三日 768
73 殿暦 康和四年正月二十三日 769
74 中右記 康和四年四月二十二日 769
75 中右記 康和四年七月九日 769
76 尊勝寺供養記 康和四年七月二十一日 769
77 中右記 康和四年十月十三日 769
78 中右記 康和四年十二月二十七日 770
79 中右記 康和四年十二月二十八日 770
80 康和元年御産部類記 康和五年正月十七日 770
81 本朝世紀 康和五年二月三十日 770
82 江都督納言願文集 770
83 中右記 長治二年十二月十四日 770
84 殿暦 嘉承元年正月三十日 771
85 永昌記 嘉承元年六月十四日 771
86 中右記 嘉承元年八月二十七日 771
87 永昌記 嘉承元年十月十六日 771
88 中右記 嘉承元年十一月九日 771
89 吉記 嘉承元年十一月二十八日 772
90 永昌記 嘉承元年十二月二十九日 772
91 中右記　 嘉承二年十月十二日 772
92 中右記 天仁元年正月七日 772
93 中右記 天仁元年正月二十二日 772
94 即位雑例条々兼自 天仁元年二月二十二日 772
95 殿暦 天永元年四月二日 773
96 長秋記 天永二年三月十五日 773
97 文肝抄 天永二年十二月九日 773
98 改元部類記 永久元年七月十三日 773
99 長秋記 永久元年七月十三日 773
100 殿暦 永久元年十一月八日 773
101 中右記 永久二年八月十二日 774
102 中右記 永久二年八月二十三日 774
103 殿暦 永久三年二月二日 774
104 拾芥抄 永久二年二月二十九日 774
105 年中行事秘抄 永久三年三月二十九日 774
106 永久四年百首 永久四年十二月二十日 774
107 永久五年祈雨日記 永久五年六月十七日 775
108 殿暦 元永元年十月二十六日 775
109 中右記 元永元年十月二十六日 775
110 法性寺殿御記 元永二年二月九日 776
111 法性寺殿御記 元永二年二月十四日 776
112 中宮御産部類記敦記 元永二年五月二十九日 776
113 中宮御産部類記礼部記 元永二年五月二十九日 776
114 中宮御産部類記源礼記 元永二年五月二十九日 777
115 中右記 保安元年正月二十八日 777
116 内蔵頭長実白河家歌合 保安二年閏五月十三日 777
117 法琳寺別当補任 天治二年 777
118 二中歴 大治二年～大治三年 777
119 大外記師遠記 大治二年六月一日 778
120 長秋記 大治四年二月十七日 778
121 中右記 長承元年十二月二十五日 778
122 中右記 長承二年二月九日 778
123 中右記 保延三年正月三十日 779
124 中右記 保延四年正月二十二日 779
125 台記 康治元年正月二十三日 779
126 本朝世紀 康治元年正月二十三日 779
127 本朝世紀 康治元年十月三日 779
128 本朝世紀 康治元年十月三日 779
129 本朝世紀 康治二年四月九日 779
130 本朝世紀 天養元年二月十四日 780
131 台記 天養元年十月三日 780
132 本朝世紀 天養元年十月五日 780
133 本朝世紀 久安元年七月二十一日 780
134 本朝世紀 久安二年正月二十三日 780
135 本朝世紀 久安四年正月二十八日 780
136 本朝世紀 久安五年三月二十日 781
137 本朝世紀 久安五年四月三日 781
138 本朝世紀 久安五年七月二十六日 781
139 台記 久安七年正月三日 781
140 兵範記 仁平二年八月二十四日 781
141 台記 久寿元年十二月十九日 781
142 台記 久寿元年十二月二十八日 782
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143 兵範記 久寿元年十二月二十八日 782
144 兵範記 久寿二年五月五日 782
145 続左丞抄 (保元元年ヵ) 782
146 山槐記 保元三年八月一日 782
147 兵範記 保元三年八月一日 783
148 大間書 保元四年正月二十九日 783
149 公卿補任 永暦元年 783
150 兵範記 (仁安二年三月) 783
151 兵範記 仁安二年四月十日 784
152 兵範記 仁安二年七月七日 784
153 兵範記 仁安二年九月二十二日 784
154 兵範記 仁安三年八月二十七日 784
155 玉葉 嘉応元年正月三日 784
156 外記補任 嘉応元年 785
157 玉葉 承安元年三月七日 785
158 玉葉 承安元年三月八日 785
159 玉葉 承安元年九月十日 785
160 玉葉 承安元年九月十六日 786
161 玉葉 承安二年九月二十三日 786
162 吉記 承安四年九月八日 786
163 玉葉 承安四年十二月一日 786
164 玉葉 安元元年七月二十日 786
165 玉葉 安元元年十二月八日 786
166 玉葉 安元二年正月二十九日 787
167 玉葉 安元二年正月三十日 787
168 玉葉 安元三年六月二十九日 787
169 玉葉 治承二年正月二十七日 787
170 玉葉 治承二年正月二十八日 787
171 玉葉 治承二年七月二十八日 788
172 玉葉 治承三年正月十七日 788
173 玉葉 治承三年正月十八日 788
174 玉葉 治承四年正月二十六日 788
175 玉葉 治承四年十一月十七日 789
176 吾妻鏡 治承四年十二月二日 789
177 吉記 治承五年三月二十六日 789
178 玉葉 治承五年三月二十七日 789
179 吉記 治承五年四月十三日 789
180 吉記 治承五年四月十四日 789
181 吉記 治承五年六月十五日 790
182 平家物語　巻第六 (養和元年七月十四日) 790
183 吉記 養和元年八月一日 790
184 玉葉 養和元年八月四日 791
185 吉記 養和元年十一月二十八日 791
186 吉記 寿永元年三月二十一日 791
187 吉記 寿永元年三月三十日 791
188 吉記 寿永二年六月十二日 792
189 吉記 寿永二年六月十八日 792
190 平家物語　巻第七 (寿永二年七月十四日) 792
191 吉記 寿永二年七月二十一日 792
192 玉葉 寿永二年七月二十一日 792
193 吉記 寿永二年七月二十五日 792
194 山槐記 元暦元年七月二十八日 793
195 吉記 元暦二年正月二十日 793
196 玉葉 文治元年正月二十七日 793
197 玉葉 文治二年四月三十日 793
198 玉葉 文治二年七月十九日 793
199 吾妻鏡 建久元年六月二十三日 793
200 吾妻鏡 建久三年七月二十六日 794
201 外記補任 (建久四年)正月二十八日 794
202 甲斐國志 794
203 三長記 建久六年十一月二十九日 794
204 三長記補遺 建久九年正月三十日 795
205 明月記 建久九年正月三十日 795
206 血脈類集記 795
207 明月記 元久二年正月三十日 795
208 明月記 元久二年四月十日 795
209 三長記 元久三年四月三日 796
210 三長記 建永元年九月二十二日 796
211 不知記 建永元年九月二十二日 796
212 明月記 建永元年九月二十二日 796
213 前中納言頼平卿記 建永二年六月二十二日 796
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214 外記補任 承久二年 797
215 公卿補任 承元四年 797
216 家光卿記 承久三年閏十月十八日 797
217 公卿補任 貞応元年 797
218 蔵人補任 嘉禄二年正月 798
219 泉涌寺不可棄法師伝 798
220 初祖道元禅師和尚行録 (安貞元年) 798
221 建撕記 (安貞二年) 799
222 浄土鎮流祖伝 (安貞二年) 799
223 法然上人行状絵図 安貞二年十一月二十八日 799
224 訂補建撕記 (安貞二年) 799
225 聖光上人伝 (安貞二年) 800
226 肥後州大慈寺開山寒岩禅師略伝 800
227 玉蘂 寛喜元年七月二十六日 801
228 明月記 寛喜元年八月二日 801
229 明月記 寛喜元年十月十日 801
230 明月記 寛喜元年十月十二日 801
231 明月記 寛喜元年十月二十八日 801
232 明月記 寛喜二年正月二十五日 801
233 禅林寺曼陀羅裏書写 802
234 民経記 貞永元年三月六日 802
235 民経記 貞永元年三月十六日 802
236 民経記 貞永元年三月二十四日 802
237 民経記 貞永元年三月二十八日 803
238 民経記 貞永元年五月九日 803
239 民経記 貞永元年五月十九日 803
240 民経記 天福元年正月二十五日 803
241 明月記 嘉禎元年十月九日 803
242 吾妻鏡 嘉禎三年六月二十三日 804
243 関東評定伝 嘉禎三年 804
244 吾妻鏡 暦仁元年二月十七日 804
245 聖光上人伝 嘉禎四年閏二月二十六日 804
246 吾妻鏡 暦仁元年六月五日 804
247 関東評定伝 暦仁元年 805
248 関東評定伝 延応元年 805
249 平戸記 仁治元年正月二十二日 805
250 平戸記 寛元二年正月二十三日 805
251 吾妻鏡 寛元三年八月十五日 805
252 吾妻鏡 寛元三年八月十六日 806
253 平戸記 寛元三年十一月三日 806
254 吾妻鏡 寛元四年八月十五日 806
255 経俊卿記 宝治元年十月六日 806
256 吾妻鏡 宝治二年閏十二月十日 806
257 吾妻鏡 建長二年正月十六日 807
258 吾妻鏡 建長二年三月二十五日 807
259 吾妻鏡 建長三年正月一日 807
260 吾妻鏡 建長三年正月二十日 807
261 吾妻鏡 建長三年十一月十三日 807
262 吾妻鏡 建長四年四月三日 808
263 吾妻鏡 建長五年八月十五日 808
264 経俊卿記 文応元年九月七日 808
265 吉続記 文永八年正月二十六日 808
266 建治三年日記 建治三年六月十三日 808
267 武家名目抄 (弘安二年) 809
268 勘仲記(兼仲卿記) 弘安七年十二月九日 809
269 勘仲記(兼仲卿記) 弘安十一年七月二十七日 809
270 花園天皇宸記 応長二年三月四日 809
271 花園天皇宸記 応長二年三月十六日 810
272 花園天皇宸記 正和二年七月二日 810
273 永平室中聞書奥書 嘉暦三年正月二十九日 810
274 日本洞上聨燈録 810
275 園太暦 康永三年正月二十五日 811
276 園太暦 貞和二年二月二十二日 811
277 園太暦 貞和二年十二月二十九日 811
278 園太暦 貞和三年三月二十九日 812
279 園太暦 貞和四年十一月九日 812
280 園太暦 貞和四年十二月二十五日 812
281 園太暦 貞和五年十二月三十日 812
282 太平記　巻二十七　右兵衛佐直冬鎮西没落事 (貞和五年九月) 813
283 園太暦 観応元年三月二十九日 813
284 園太暦 観応元年十月十六日 814
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285 太平記　巻二十八　太宰少貮奉聟直冬事 (貞和六年) 814
286 太平記　巻二十八　直冬朝臣蜂記事 (貞和六年) 815
287 愚管記 延文三年十二月八日 815
288 園太暦 延文四年三月二十六日 816
289 太平記　巻三十三　菊池合戦事 (延文三年～延文四年) 816
290 太平記　巻三十六　山名伊豆守落美作城事付菊池軍事　 (貞治元年) 819
291 太平記　巻三十八　菊池大友軍事 (貞治元年) 820
292 師守記 貞治二年閏正月一日 821
293 師守記 貞治二年閏正月八日 822
294 領解授手印徹心鈔 明徳元年十一月二十四日 822
295 後愚昧記 応永二年正月二十九日 822
296 柳原家記録 応永五年三月二十四日 823
297 柳原家記録 応永二十三年三月二十五日 823
298 康富記 応永二十六年二月五日 823
299 蔭涼軒日録 長享三年九月六日 823
300 蔭涼軒日録 長享三年九月十日 824
301 蔭涼軒日録 長享三年九月十四日 824
302 成道寺記 延徳三年十二月 824
303 八代日記 永世元年二月五日 826
304 月村抜句 (永世十四年七月～八月) 826
305 八代日記 大永六年三月二十七日 827
306 八代日記 大永六年五月二十七日 827
307 八代日記 大永六年十月二日 828
308 八代日記 大永七年四月二十四日 828
309 八代日記 享禄二年三月八日 828
310 お湯殿の上の日記 享禄二年八月七日 828
311 実隆公記 享禄二年七月三十日 828
312 実隆公記 享禄二年八月七日・八日 828
313 実隆公記 享禄二年八月二十四日 829
314 実隆公記 享禄四年五月二十七日 829
315 八代日記　 天文二年十月二十九日 829
316 八代日記 天文二年十一月十八日 829
317 八代日記 天文三年正月八日 829
318 八代日記 天文三年正月二十六日 829
319 八代日記 天文三年二月二十四日 829
320 八代日記 天文三年四月十七日 830
321 八代日記 天文三年四月二十八日 830
322 八代日記 天文三年五月十日 830
323 八代日記 天文三年八月十三日 830
324 八代日記 天文三年十月三十日 830
325 八代日記 天文三年十一月二十一日 830
326 八代日記 天文四年四月六日 830
327 八代日記 天文五年七月二十八日 830
328 八代日記 天文六年五月二十二日 830
329 八代日記 天文七年七月十九日 831
330 八代日記 天文八年正月十九日 831
331 八代日記 天文八年十二月八日 831
332 八代日記 天文九年二月二十八日 831
333 八代日記 天文九年三月十八日 831
334 八代日記 天文九年三月二十三日 831
335 八代日記 天文九年六月十四日 831
336 八代日記 天文九年六月二十六日 831
337 八代日記 天文九年八月五日 831
338 八代日記 天文九年九月三十日 832
339 八代日記 天文十年三月二十三日 832
340 八代日記 天文十年六月二十三日 832
341 八代日記 天文十一年正月三日 832
342 八代日記 天文十一年閏三月十三日 832
343 八代日記 天文十二年正月二十六日・二十九日 832
344 八代日記 天文十二年三月十一日 832
345 八代日記 天文十二年三月二十七日 833
346 八代日記 天文十二年五月九日 833
347 八代日記 天文十二年五月十二日 833
348 八代日記 天文十二年十月二日 833
349 八代日記 天文十二年十月十一日 833
350 八代日記 天文十四年五月八日 833
351 八代日記 天文十五年七月二十八日 833
352 八代日記 天文十五年十二月二十日 833
353 八代日記 天文十六年閏七月五日 834
354 八代日記 天文十八年三月三日 834
355 八代日記 天文十八年八月二十八日 834
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356 八代日記 天文十八年九月二十五日 834
357 八代日記 天文十九年三月十四日 834
358 八代日記 天文十九年三月十九日 834
359 八代日記 天文十九年四月十日 834
360 八代日記 天文十九年五月十日 835
361 八代日記 天文十九年五月二十六日 835
362 八代日記 天文十九年閏五月九日 835
363 八代日記 天文十九年閏五月十四日 835
364 八代日記 天文十九年閏五月十九日 835
365 八代日記 天文十九年六月三日 835
366 八代日記 天文十九年六月十五日 835
367 八代日記 天文十九年六月十八日 835
368 八代日記 天文十九年六月二十六日 835
369 八代日記 天文十九年八月六日 836
370 八代日記 天文十九年八月九日 836
371 八代日記 天文十九年八月十五日・十六日 836
372 八代日記 天文十九年八月二十四日 836
373 八代日記 天文十九年九月一日 836
374 八代日記 天文二十年四月三日 836
375 八代日記 天文二十年八月四日 837
376 八代日記 天文二十年九月十四日 837
377 八代日記 天文二十一年二月三日 837
378 八代日記 天文二十一年四月二十九日 837
379 八代日記 天文二十三年十一月三日 837
380 八代日記 弘治元年八月十二日 837
381 大楠山安養寺棟札銘 弘治三年十二月二十四日 838
382 日本図纂 838
383 八代日記 永禄三年四月八日 839
384 八代日記 永禄五年四月一日 839
385 八代日記 永禄五年四月十三日 839
386 イエズス会士日本通信 永禄七年九月十日 839
387 八代日記 永禄八年十月十五日 842
388 家久君上京日記 天正三年二月二十五日 842
389 家久君上京日記 天正三年二月二十六日 842
390 「太平記」巻末書写識語 (天正三年～天正八年) 843
391 図書編 844
392 薩藩旧記雑録後編一　勝部兵右衛門聞書 天正七年 844
393 薩藩旧記雑録後編一　紹剱自記 天正七年 845
394 薩藩旧記雑録後編一　大口士浜川西市丞覚書 天正七年 845
395 薩藩旧記雑録後編一　忠元勲功記 天正八年 846
396 薩藩旧記雑録後編一　長谷場越前自記 天正八年 847
397 薩藩旧記雑録後編一　勝部兵右衛門聞書 天正八年 848
398 薩藩旧記雑録後編一　長谷場越前自記 天正八年 849
399 薩藩旧記雑録後編一　勝部兵右衛門聞書 天正八年 849
400 薩藩旧記雑録後編一　勝部兵右衛門聞書 天正八年 850
401 薩藩旧記雑録後編一　勝部兵右衛門聞書 天正八年 851
402 薩藩旧記雑録後編一　長谷場越前自記 天正八年 851
403 薩藩旧記雑録後編一　長谷場越前自記 天正八年 852
404 薩藩旧記雑録後編一　樺山紹剱自記 天正九年 852
405 薩藩旧記雑録後編一　長谷場越前自記 天正十年 852
406 薩藩旧記雑録後編一　樺山紹剱自記 天正十年 853
407 上井覚兼日記　 天正十年十一月四日 853
408 上井覚兼日記　 天正十年十一月十三日 853
409 上井覚兼日記　 天正十年十一月十五日 854
410 上井覚兼日記　 天正十年十一月二十三日 854
411 上井覚兼日記　 天正十年十一月二十五日 854
412 上井覚兼日記　 天正十年十二月二日 855
413 上井覚兼日記　 天正十年十二月四日 856
414 上井覚兼日記　 天正十年十二月九日 856
415 上井覚兼日記　 天正十年十二月十一日 857
416 上井覚兼日記　 天正十年十二月十三日 857
417 上井覚兼日記　 天正十年十二月十四日 857
418 上井覚兼日記　 天正十年十二月十五日 858
419 上井覚兼日記　 天正十年十二月十六日 858
420 上井覚兼日記　 天正十年十二月二十三日 858
421 上井覚兼日記　 天正十年十二月二十四日 859
422 上井覚兼日記　 天正十年十二月二十五日 859
423 上井覚兼日記　 天正十年十二月二十六日 859
424 上井覚兼日記　 天正十年十二月二十七日 860
425 上井覚兼日記　 天正十年十二月二十八日 860
426 薩藩旧記雑録後編一　樺山兵部大輔忠助譜 天正十年 860
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427 上井覚兼日記　 天正十一年正月三日 861
428 上井覚兼日記　 天正十一年正月四日 861
429 上井覚兼日記　 天正十一年正月十一日 861
430 上井覚兼日記　 天正十一年正月二十九日 862
431 上井覚兼日記　 天正十一年三月二十九日 862
432 薩藩旧記雑録後編一　樺山紹劔自記 天正十一年 862
433 薩藩旧記雑録後編一　樺山兵部大輔忠助譜 天正十一年 862
434 上井覚兼日記　 天正十一年八月二十一日 862
435 上井覚兼日記　 天正十一年九月二十日 863
436 上井覚兼日記　 天正十一年九月二十一日 863
437 上井覚兼日記　 天正十一年九月二十七日 863
438 上井覚兼日記　 天正十一年九月三十日 864
439 上井覚兼日記　 天正十一年十月一日 864
440 上井覚兼日記　 天正十一年十月九日 865
441 上井覚兼日記　 天正十一年十月十二日 865
442 上井覚兼日記　 天正十一年十月十六日 866
443 上井覚兼日記　 天正十一年十一月六日 866
444 上井覚兼日記　 天正十一年十一月七日 866
445 上井覚兼日記　 天正十一年十一月二十日 867
446 上井覚兼日記　 天正十二年二月二十六日 867
447 天正十二年正月一日日々記　 天正十二年三月四日 867
448 上井覚兼日記　 天正十二年三月二十四日 868
449 上井覚兼日記　 天正十二年三月二十八日 868
450 上井覚兼日記　 天正十二年六月十五日 868
451 上井覚兼日記　 天正十二年六月二十八日 868
452 上井覚兼日記　 天正十二年八月四日 869
453 上井覚兼日記　 天正十二年八月二十日 869
454 上井覚兼日記　 天正十二年八月二十四日 869
455 上井覚兼日記　 天正十二年八月二十七日 869
456 上井覚兼日記　 天正十二年九月一日 869
457 上井覚兼日記　 天正十二年九月五日 870
458 上井覚兼日記　 天正十二年九月七日 870
459 上井覚兼日記　 天正十二年九月八日 871
460 上井覚兼日記　 天正十二年九月九日 871
461 上井覚兼日記　 天正十二年九月十日 872
462 上井覚兼日記　 天正十二年九月十一日 872
463 上井覚兼日記　 天正十二年九月十二日 872
464 上井覚兼日記　 天正十二年九月十三日 873
465 上井覚兼日記　 天正十二年九月十四日 873
466 上井覚兼日記　 天正十二年九月十六日 873
467 上井覚兼日記　 天正十二年九月十七日 874
468 上井覚兼日記　 天正十二年九月十八日 874
469 上井覚兼日記　 天正十二年九月二十一日 875
470 上井覚兼日記　 天正十二年九月二十七日 875
471 上井覚兼日記　 天正十二年九月二十九日 875
472 上井覚兼日記　 天正十二年十月三日 876
473 上井覚兼日記　 天正十二年十月四日 876
474 上井覚兼日記　 天正十二年十月五日 876
475 上井覚兼日記　 天正十二年十月六日 877
476 上井覚兼日記　 天正十二年十月七日 877
477 上井覚兼日記　 天正十二年十月十日 877
478 上井覚兼日記　 天正十二年十月十二日 877
479 上井覚兼日記　 天正十二年十月十三日 878
480 上井覚兼日記　 天正十二年十月十四日 878
481 上井覚兼日記　 天正十二年十月十七日 878
482 上井覚兼日記　 天正十二年十月二十日 878
483 薩藩旧記雑録後編一　樺山紹劔自記 天正十二年 878
484 上井覚兼日記　 天正十三年二月六日 879
485 上井覚兼日記　 天正十三年二月十日 879
486 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月八日 879
487 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月九日 879
488 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十日 880
489 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十一日 880
490 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十二日 880
491 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十五日 880
492 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十六日 881
493 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十七日 881
494 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十八日 881
495 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月十九日 881
496 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月二十日 882
497 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月二十一日 882
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498 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月二十二日 882
499 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月二十三日 882
500 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月二十六日 883
501 上井覚兼日記　 天正十三年閏八月二十八日 883
502 上井覚兼日記　 天正十三年九月一日 883
503 上井覚兼日記　 天正十三年九月二日 883
504 上井覚兼日記　 天正十三年九月三日 884
505 上井覚兼日記　 天正十三年九月五日 884
506 上井覚兼日記　 天正十三年九月六日 884
507 上井覚兼日記　 天正十三年九月十日 885
508 上井覚兼日記　 天正十三年九月二十日 885
509 上井覚兼日記　 天正十三年九月二十一日 885
510 上井覚兼日記　 天正十三年九月二十四日 885
511 上井覚兼日記　 天正十三年九月二十五日 886
512 上井覚兼日記　 天正十三年九月二十六日 887
513 上井覚兼日記　 天正十三年九月二十七日 887
514 上井覚兼日記　 天正十三年九月二十八日 887
515 上井覚兼日記　 天正十三年十月一日 887
516 上井覚兼日記　 天正十三年十月十一日 887
517 上井覚兼日記　 天正十三年十二月二十四日 888
518 上井覚兼日記　 天正十四年二月十九日 888
519 上井覚兼日記　 天正十四年二月二十日 888
520 上井覚兼日記　 天正十四年二月二十一日 888
521 上井覚兼日記　 天正十四年五月二十二日 889
522 上井覚兼日記　 天正十四年六月四日 889
523 上井覚兼日記　 天正十四年六月七日 889
524 上井覚兼日記　 天正十四年七月十三日 890
525 上井覚兼日記　 天正十四年七月十八日 890
526 上井覚兼日記　 天正十四年七月十九日 890
527 上井覚兼日記　 天正十四年七月二十日 890
528 上井覚兼日記　 天正十四年七月二十二日 890
529 上井覚兼日記　 天正十四年七月二十六日 891
530 上井覚兼日記　 天正十四年八月二十八日 891
531 上井覚兼日記　 天正十四年八月二日 891
532 上井覚兼日記　 天正十四年八月三日 891
533 上井覚兼日記　 天正十四年八月四日 892
534 上井覚兼日記　 天正十四年九月二日 892
535 上井覚兼日記　 天正十四年九月八日 892


